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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り 

デ
ジ
タ
ル
案
内
板
シ
ス
テ
ム

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

９
月
10
日（
金
）、揖
斐
建
設
会
館
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
案
内
板
シ
ス
テ
ム
の
贈
呈
式
が
あ
り
、 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
林は

や
し 

豊ゆ
た
か

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
よ
り
岡
部
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
目
録
を
受
け

取
っ
た
岡
部
町
長
は
「
住
民
に
と
っ
て
便
利

な
役
場
を
目
指
し
て
い
る
の
で
有
効
に
活
用

し
た
い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
は
役
場
１
階
の

ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
、
会
議
室
の
利
用
状
況

な
ど
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
受
章

　

こ
の
た
び
、
学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
竹た

け

中な
か

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長

よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
俊
郎
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
４
月
に

加
茂
郡
白
川
町
立
白
川
小
学
校
の
教
諭
と

し
て
赴
任
さ
れ
、
大
野
小
学
校
、
大
野
中
学

校
な
ど
の
小
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
橋
村
・
坂
内
村
教
育
委
員
会
に

赴
任
さ
れ
、
大
垣
市
立
綾
里
小
学
校
教
頭

な
ど
の
勤
務
を
経
て
、春
日
村
立
中
央
小
学
校
、

春
日
小
学
校
、
温
知
小
学
校
の
校
長
を
務
め

ら
れ
、
平
成
６
年
３
月
に
大
野
小
学
校
で

定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
渡
り
、

学
校
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▲寄贈があったデジタル案内板

▲叙勲の伝達が行われました

▲贈呈式の様子
（右：林豊ゾーンチェアパーソン）

揖
斐
川
町
の
魅
力
発
信
！

　

８
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）に
芽
室
町
で

開
催
さ
れ
た
「
ち
い
さ
な
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
揖
斐
川
町
の
物
産
品

を
販
売
し
ま
し
た
。
芽
室
町
観
光
物
産
協
会
、

め
む
ろ
プ
ラ
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
揖
斐
川
町
の

販
売
業
者
、
た
く
さ
ん
の
方
の
賛
同
と
協
力

の
も
と
、「
揖
斐
川
町
交
流
推
進
事
業
」の
一
環

と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
両
町
の
友
好

都
市
提
携
か
ら
15
周
年
と
い
う
関
係
性
に

つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
ぎ
ふ
コ
ー
ラ
や

薬
草
茶
、
そ
し
て
和
菓
子
や
お
米
な
ど
、

ど
こ
か
昔
懐
か
し
い
、
そ
し
て
揖
斐
川
町

ら
し
い
グ
ル
メ
を
販
売
し
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
と
今
年
か
ら
の
派
遣
職
員
が
、
当
日

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
店
頭
に
立
ち
、
揖
斐
川
町

の
魅
力
を
直
接
お
伝
え
で
き
る
素
晴
ら
し
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
の
交
流
は
難
し
い

で
す
が
、
形
を
変
え
て
実
現
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
活
発
な
交
流

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　

髙
田
）

1月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
　掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写真（横3㎝×縦4㎝）の裏面に①お子さんの
氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの地区名、④連絡先（電話番号）を記入の上、
11月19日（金）までに政策広報課窓口（土日祝除く）、郵送または電子メールにて提出してくだ
さい。（先着5人）
　なお、電子メールの場合は、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ写真データ（jpeg,1MB以内）
を添付し、上記①～④を本文に明記の上、提出してください。

※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。

▲ 

▶ 

ス
タ
ッ
フ
と
し
て

 

店
頭
に
立
つ
芽
室
町
職
員
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
報
告
会

令
和
４
年
揖
斐
川
町

成
人
式
に
つ
い
て

大
和
公
民
館 

管
理
人
募
集

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◇
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

令
和
３
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部

　

準
優
勝

　

國く
に

枝え
だ　

直な
お

紘ひ
ろ

さ
ん（
谷
汲
中
学
校
２
年
）

　

揖
斐
川
町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
な
ど
に
よ
り
、変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分（
13
時
〜
受
付
）

■
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

■
対
象　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
案
内　
町
内
に
10
月
１
日
現
在
で
住
民

登
録
の
あ
る
方
、
平
成
28
年
度
に

町
立
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
に
、

11
月
中
に
成
人
式
の
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
４
６
４
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
　
　
種　
大
和
公
民
館　

管
理
人

■
職
　
　
務　
施
設
管
理
及
び
受
付
業
務

■
勤
務
場
所　
大
和
公
民
館

■
勤
務
時
間

　

９
時
〜
22
時（
内
、
２
〜
５
時
間
）

　

週
１
〜
３
日（
火
〜
日
曜
日
）

　

※
行
事
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
賃
　
　
金　
時
給
９
４
２
円

■
任
用
期
間　
令
和
４
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
写
真
添
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
11
月
30
日（
火
）必
着

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

　
　
　

℡
２
２-

１
１
２
０（
月
曜
日
休
館
）

◆
特
別
企
画
展
　
揖
斐
の
史
話
伝
説「
小
島

の
す
さ
み
・
蘇
生
の
泉
」～
中
世
の
揖
斐
を

探
る
～
　
好
評
開
催
中

　
「
小
島
の
す
さ
み
・
蘇
生
の
泉
」
刊
行
を

踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
揖
斐
川
町
の
歴
史
と

文
化
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
理
解
と
関
心
を

高
め
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
特
別

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　
　

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

■
期
間　
　

11
月
28
日（
日
）ま
で

スマートフォン写真撮影講座 参加者募集
■ 日　　時　12月2日（木）午前10時～12時
■ 場　　所　地域交流センターはなもも　2階　会議室
■ 講　　師　浅野 暁子 さん（グレートインフォメーションネットワーク（株））
■ 参 加 費　500円
■ 持 ち 物　スマートフォン（あれば説明書）・充電器・撮影したい小物
■ 募集定員　10名　※定員になり次第締切ります
■ 申込期間　11月2日（火）午前9時～
■ 申込方法　地域交流センター窓口または電話で申込ください
■ 申し込み先　地域交流センターはなもも　℡22-1120（月曜休館）
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止する場合があります。



2021. 11    4

◆
令
和
３
年
度 
揖
斐
郡
児
童
生
徒

　
科
学
作
品
展

◆
令
和
３
年
度 

揖
斐
郡
社
会
科
課
題

　
追
究
作
品
展

　

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
審
査
を

行
い
、
次
の
15
人
の
作
品
が「
金
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た「
公
開
型
」で
の
展
示

を
行
わ
ず
、
優
秀
作
品
を
揖
斐
郡
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
、
紹
介 

し
ま
し
た
。
実
際
の
作
品
に
触
れ
て
学
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
、
よ
り
身
近
に
よ
い

作
品
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

《
科
学
作
品
展
・
研
究
の
部
》　
金
賞

◦
た　

が　

い
く
と （
大
野
小
１
）

◦
小お

ぐ
ら　

風ふ
う　

花か （
春
日
小
２
）

◦
見み

屋や

井い　

陸り
く　
　

 （
北　

小
３
）

◦
杉す

ぎ　

原は
ら　

秀
し
ゅ
う

汰た

朗ろ
う （
大
野
小
４
）

◦
五い

十そ

川か
わ　

陽ひ　

菜な （
大
和
小
５
）

◦
高た

か　

野の　

琉り
ゅ
う　

聖せ
い （
大
和
小
６
）

◦
高た

か　

野の　

更さ　

紗ら （
北
和
中
２
）

◦
須す　

原は
ら　

塡み
づ　

心は （
揖
斐
川
中
３
）

《
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展
》　
金
賞

◦
成な
る　

瀬せ　

由ゆ

里り

子こ （
大
和
小
２
）

◦
青あ
お　

木き　

さ　

わ （
南　

小
２
）

◦
竹た
け　

中な
か　

綸い
と　

葉は （
池
田
小
２
）

◦
樋ひ　

口ぐ
ち　

杏あ
ん　

南な （
温
知
小
５
）

◦
三み
つ　

井い　

颯そ
う　

人と （
温
知
小
６
）

◦
竹た
け　

中な
か　

葵あ
お　

結い （
池
田
小
６
）

◦
牧ま
き　

村む
ら　

逢あ
い　

奈な （
揖
東
中
２
）

◆
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
度
は
、
揖
斐
郡
内
で
、
２
３
０
０
点

以
上
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
町
内
審
査
で
選
ば
れ
た
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
、
揖
斐
郡
審
査
会
が
行
わ
れ
、
次
の

12
人
の
作
品
が
「
特
選
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

※
自
：
自
由
図
書
の
部
・
課
：
課
題
図
書
の
部

◦
自
：
松ま

つ　

浦う
ら　

彩あ
や　

華か （
大
和
小
１
）

◦
自
：
成な

る　

瀬せ　

由ゆ

里り

子こ （
大
和
小
２
）

◦
自
：
若わ

か　

原は
ら　

凜り　

空く （
清
水
小
２
）

◦
課
：
永な

が　

井い　

碧あ
お　

芭ば （
大
野
小
３
）

◦
自
：
小こ　

林ば
や
し　

由ゆ　

芽め （
池
田
小
３
）

◦
課
：
内う

ち　

田だ　

心こ　

音の
ん （
宮
地
小
４
）

◦
自
：
若わ

か　

原は
ら　

蒼そ　

空ら （
清
水
小
５
）

◦
自
：
植う

え　

山や
ま　

あ
お
い （
谷
汲
小
５
）

◦
課
：
竹た

け　

中な
か　

莉り　

織お （
温
知
小
６
）

◦
自
：
所と

こ
ろ　
　
　

真ま　

生お （
池
田
中
１
）

◦
課
：
河か

わ　

村む
ら　

由ゆ　

佳か （
谷
汲
中
２
）

◦
課
：
森も

り　
　
　

菜な

な々

子こ （
池
田
中
２
）

◆
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会（
今
年
度
の
大

会
は「
中
止
」と
な
り
ま
し
た
）

　

令
和
３
年
度
の
「
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
で
、「
岐
阜
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
わ
る
行
動
指
針
」に
則
っ
た
、

安
全
・
安
心
な
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
や
む
を
得
ず

「
中
止
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
「
安
全
安
心
な
大
会
」
の

実
施
に
向
け
て
計
画
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
第
12
回
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会（
今
年
度
の

大
会
は「
中
止
」と
な
り
ま
し
た
）

　

７
月
31
日
、
揖
東
中
学
校
を
会
場
に

「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
選
手
選
考
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
内
各
小
中
学
校
か
ら
、

小
学
生
14
名
、
中
学
生
５
名
が
集
ま
り
、

大
会
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
熱
い
走
り
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
」
で
は
、
揖
斐
郡

チ
ー
ム
が
過
去
二
年
間
「
郡
の
部
」
で
優
勝

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
三
連
覇
」
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

「
次
年
度
へ
延
期
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
開
催
の
折
に
は
、
ま
た
多
く
の

人
が
選
考
会
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
職
員
夏
期
研
修

　

今
年
度
は
、
事
前
に
「
学
校
で
の
今
日
的

課
題
」「
今
後
の
指
導
に
役
立
て
た
い
こ
と
」

を
お
聞
き
し
、研
修
Ⅰ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
心
」
〜
臨
床
心
理
士
か
ら
学
ぶ
〜
、

研
修
Ⅱ
「
夏
休
み
明
け
か
ら
活
か
せ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の
内
容
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

研
修
Ⅰ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
心
」
で
は
、
各
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

実
態
を
主
幹
教
諭
の
先
生
か
ら
お
聞
き
し

た
り
、
臨
床
心
理
士
の
井
上
先
生
に
専
門
的

な
立
場
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
り
す
る
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
へ
の
日
常

の
指
導
や
児
童
の
心
へ
の
寄
り
添
い
方
及
び

接
し
方
、
ゲ
ー
ム
依
存
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の

対
応
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
Ⅱ
で
は
、聖
徳
学
園
大
学
・
芳
賀
教
授

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
の
事
前
研
修
な
ど
を 

基
に
、各
教
職
員
が
今
ま
で
の
自
分
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
関
す
る
実
践
を
振
り
返
っ
た
上
で
、自
分

の
今
後
の
実
践
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う
生
か
す
か
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
践
で
大
切
に
す
る

こ
と
や
新
し
い
授
業
や
指
導
の
工
夫
な
ど

実
際
に
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
が

大
切
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

揖
斐
郡
教
育

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り科学作品審査

社会科課題追究作品審査会

読書感想文審査会
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明治から令和までの教科書展明治から令和までの教科書展 考えよう 多文化共生考えよう 多文化共生

期間:10月23日（土）〜11月28日（日） 期間:11月2日（火）〜11月20日（土）
場所:いびがわ図書館

　デジタル教科書で学ぶ時も遠くありません。明治5年
「学制」が頒布されてから現在までの教科書を展示して
います。この機会に国語、道徳、算数等の教科書を
展示します。ぜひご覧ください。

　期間中、関連図書を展示します。
　さまざまな風土・文化のもとで暮らしてきた外国の
方々と、共に生きるための理解を深めましょう。

本のリサイクル市本のリサイクル市 ※一人5点まで。
※人数制限をさせていただく場合があります。

11月の特別展示～

※図書館の行事や展示は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とする場合があります。

いびがわ図書館
特別展示 県内図書館

共通展示

揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）

代表連絡先： いびがわ図書館（揖斐川町上南方27-9）
 電話：22-0219　ファックス：22-0999
E - m a i l ： info-tosho@town.ibigawa.lg.jp

休 館 日：  毎週月曜日、（祝日と重なる場合はその翌日）
 毎月第4金曜日

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

KAPLAであそぼ！
　日時：毎週日曜日 13:00～

おはなし会
　【いびがわ図書館】
　日時：11月6日（土）、11月20日（土）  10:30～
　【谷汲図書館】
　日時：11月20日（土）  10:30～

～11月の行事～

今月のおすすめ～新着図書紹介～今月のおすすめ～新着図書紹介～
一般書

●	ムスコ物語
ヤマザキ マリ 著

【いびがわ】
　いつどんな時もムスコの味方!
生きる自由を謳歌せよ!母になり、
海外を渡り歩き息子と暮らした
日々を描く、ヤマザキマリ流子育て
放浪記。ムスコが綴った「ハハ
物語」も収録。

●	生きづらさの生き方ガイド
大橋 史信、岡本 二美代 共著

【谷汲】
　不登校、ひきこもり、発達障害、LGBTQ等生き
づらさを抱えた本人とその家族が思いや体験を
語ったインタビューを収録。ほか、「自分らしい生き
方」を応援する行政窓口&民間活動団体も紹介する。

●	カマキリのシャルロットと
	 すずらんでんわ

香川 照之 作、ロマン・トマ 絵
【谷汲】
　香川照之の昆虫愛あふれる絵本
シリーズ、第3弾。かくれんぼが
上手なカマキリの女の子・シャル
ロット。でも、このごろは草花が減ってすぐに見つ
かってしまいます。シャルロットの物語を通じて
SDGsの重要性を伝える。

●	ふしぎ駄菓子屋銭天堂	16
廣嶋 玲子 作　jyajya 絵

【いびがわ】
　その駄菓子屋は、幸せと不幸のわかれ道。女主人・
紅子が、きょうもお客さんの運命を駄菓子で翻弄する。
「いいものナゲット」「忍者ジンジャー」など、駄菓子
屋「銭天堂」を舞台にした不思議なお話全8編を収録。

絵本・児童書

10月30日（土）〜11月7日（日）期 間

いびがわ図書館 玄関前 ９時〜17時
谷汲図書館 ギャラリー ９時〜17時
坂内図書館 ホワイエ ９時〜16時

場所・
時間
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※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母さん、
妊婦さん、おじいさん、おばあさん、どなたでも利用できる
場所です。気軽にお出かけください。

◆通信ピッコロを中旬に発行しています。図書館・公民館・保健センター・
役場・振興事務所などに置いてあります。

◆ホームページ	 揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jp
	 	 揖斐幼稚園　http://www.ibi‐youchien.ed.jp

揖斐川町上南方１９３　TEL２３-１１３６
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
	 9：00～16：00

揖斐川子育て支援センター

◎幼児園のなかよしタイム（園庭開放）
　１１月１０日（水）・２４日（水）
　各幼児園へお問い合わせください
◎揖斐幼稚園の開放日
　１１月１７日（水）
　直接幼稚園へお申し込みください。
　☎２２－６００８（当日可）

【11月の活動予定】  行事の申し込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）

日 月 火 水 木 金 土

育児相談
大人のバドミントン

おさんぽ会
すめらぎの森

文化の日文化の日 ひよこ交流
運動会ごっこ

音楽のひろば
ハーモニー

育児相談 教えてドクター

育児相談 子育てと仕事を両立
したい方のための
ハローワーク

出前保育
　　大和公民館

お話ルーム
　　誕生会

開館日

育児相談 勤労感謝の日勤労感謝の日 出前保育
　　北方公民館

育児相談
行事等中止になる場合もありますので、
　　　　　　　　気軽にお問い合わせください。

 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。

子育てちゃんねる

　パーカーやアウターなど、様々な子供服のアイテムに見られる、フード付きの
デザイン。子どもに着せるフード付きのアイテムって、とっても可愛いですよね♡
しかし、フード付きの子供服は危険につながることもあります。
　子どもは遊びが基本なので「遊具に引っかかりやすい」という点が考えられます。
子どもは大人のように周りを意識して行動ができないので、思わぬところでフード
が引っかかり、窒息につながってしまう可能性もあります。
　大人が子どもの遊びの様子に細心の注意を払い、事故につながらないようにしていきましょう。
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ママと一緒に絵本タイム
　揖斐川図書館の絵本を活用し、毎週火・木曜日に「絵本タイム」を設けています。
　ほんの少しの時間でも絵本に触れる機会を大切にして絵本の楽しさ、面白さや親子の触れ合いの
場としています。ママのとなりに座って見守られながらの読み聞かせに、子ども達の目はキラキラ
輝き、ママの声に安心してリラックスできる時間になっているようです。
　また、たくさんの絵本の中から自分で選ぶことも楽しみの一つで、次々にママのところに絵本を
持っていく子ども達の姿がとても可愛いです。

制
作
遊
び

制
作
遊
び		

か
す
が
幼
児
園

　
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
戸
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
子
ど
も
達
で
す
が
、
雨
天
時
で
も

楽
し
め
る
制
作
遊
び
も
大
好
き
な
遊
び
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

制
作
遊
び
で
は
、
た
く
さ
ん
の
宝
の
山（
家
庭
な
ど
か
ら
持
ち
寄
っ
た
空
容
器
や
端
材
）

の
中
か
ら
材
料
を
選
び
、
自
分
の
つ
く
り
た
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
て
制
作
し
て
い
く
と「
も
っ
と
大
き
い
箱
の
方
が
か
っ
こ
い
い
な
」「
こ
こ
に
穴
を

開
け
て
窓
に
し
よ
う
」と
、
次
々
に
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
つ
く
っ
て
い
く
過
程
で
少
し
難
し
い
部
分
が
出
て
く
る
と
、
保
育
士
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を

伝
え
て
相
談
し
た
り
、
友
達
の
作
品
か
ら
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
つ
く
る
コ
ツ
」
を
掴
ん
だ
ら
、「
あ
と
は
自
分
で
で
き
る
！
」
と
パ
ッ
と
笑
顔
に
な
り
制
作

再
開
で
す
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、「
な
ん
で
と
れ
て
ま
っ
た
ん
か
な
？　
テ
ー
プ
よ
り

ボ
ン
ド
を
つ
け
て
押
さ
え
た
方
が
強
く
な
る
か
な
？
」
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、
つ
い
に

完
成
！

　
活
動
の
振
り
返
り
の
時
間
で
は
、「
こ
こ
は
飛
ん
で
い
く
の
」「
こ
の
ボ
タ
ン
は
光
る
ん
だ
」

な
ど
と
い
う
楽
し
い
設
定
や
、
苦
労
し
た
部
分
も
自
信
を
も
っ
て
発
表
で
き
、
そ
の
表
情

や
話
し
方
か
ら
満
足
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
か
ら
は「
明
日
も
続
き
を
や
り

た
い
！
」「
今
度
は
バ
ス
を
作
り
た
い
！
」
と
い
う
意
欲
的
な
声
が
聞
か
れ
、
次
へ
の
期
待

も
高
ま
り
ま
し
た
。

　

手
順
を
考
え
た
り
工
夫
し
た
り

す
る
こ
と
で
、や
り
遂
げ
る
力
が
培
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
達
成
感
や
自
己
肯
定
感
、

時
に
は
つ
ま
づ
き
と
い
っ
た
感
情
も
体

験
し
な
が
ら
、今
後
も
遊
び
を
通
し
て

様
々
な
経
験
を
し
、
主
体
的
に
遊
び
を

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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揖斐川町国民健康保険に加入の40歳～74歳のみなさんへ

特定健康診査を受けましたか？

【お問い合せ】　住民生活課　☎22-2111（代表）　揖斐川保健センター　☎23-1511

『忙しくて、健診を受ける暇がない』
という方へ
★忙しくしていられるのも、健康だからこそです！
　もし、病気になって長期療養が必要になって

しまったら、あなたの周りにいるたくさんの人に
迷惑をかけることになるかもしれません。健康で
忙しく働いている今こそ、健診を受けていただ
きたいと思います。

『健診を受けに行くのが面倒くさい』
という方へ
★病気になってしまったら、もっと面倒くさいです！
　治療の為に通院や服薬が必要になったり、もしか

したら入院が必要になるかもしれません。「元気
な時に、健診を受けていればよかった！」と後悔
しないよう、さっそく健診を受けに行きましょう。

『健康に自信があるから、受けない』
という方へ
★知らないうちに、病気が進行しているかもしれ
ません！

　高血圧や糖尿病といった生活習慣病は、はじめは
まったく自覚症状がなく、気付いた時には悪化
しているといったケースも少なくありません。
健康に自信がある方こそ、病気の早期発見の
為に健診を受けに行きましょう。

『お金がないから…』という方へ

★健診は、一番お得な健康管理の方法なんです！
　特定健康診査は、自己負担1,000円で受け

られます。 具合が悪くなってから病院に行く
費用や時間と比べたら、健診の費用や健診を
受診する時間の方がはるかに少ないんです。
また、病気になって今のように働けなくなると、
収入も減ってしまうかもしれません。

まだ受診していない方は、実施医療機関で受診してください。
やむを得ず、実施期間に受診が困難な場合は、医療機関によっては12月末まで受診が可能な場合が
あります。直接医療機関へお問い合わせください。

健診を受診した後は、医療機関に健診結果を貰いに行きましょう！
健診を受診するだけではなく、健診結果を知る事が、健康の保持増進や病気の早期発見に繋がります。

人間ドックや勤務先の健診を受診される方へ
パート先の健診や人間ドックを受診される場合、揖斐川町の特定健康
診査を受診する必要はありません。健診結果のコピーを保健センター
に提出すると、揖斐川町の特定健康診査を受診した事になりますので、
ぜひご協力ください。なお、健診の結果、保健指導が必要な場合は、
後日ご案内を送付します。

特定健康診査の受診期間は、11月30日（火）までです！

健幸ポイント
対象事業
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「8020よい歯の高齢者表彰」受賞おめでとうございます！「8020よい歯の高齢者表彰」受賞おめでとうございます！

　西濃口腔保健協議会では、80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰する「8020運動」を行っております。
揖斐川町では38人の方が受賞されました。
　表彰された皆さんは次のとおりです。 （順不同・敬称略）

　自分の歯で食べることができると、どんなものでもおいしく食べることができ、全身の健康状態もよくなり
ます。そして認知症予防に繋がり、心も体も元気に過ごせます。
　歯を失う原因の多くは、むし歯と歯周病です。特に歯周病は自覚症状のないまま進み、40歳代から歯を失う
比率が急に高くなります。また歯周病は、全身のさまざまな病気の要因となります。
　歯の健康・体の健康のために、定期的な歯科健診でプロのケアを受け、毎日の歯みがきを行うことで、
みなさんも｢6024(60歳で24本)｣「8020(80歳で20本)」を目指してみませんか？
　受賞された皆さん、おめでとうございました。

　近年、大麻による犯罪検挙者数が増加しており、特に若い方の増加が
社会問題となっています。薬物乱用は、個人の健康被害だけでなく、様々
な犯罪の誘因にもなり、私たちの生活に危害をもたらすことになります。
　そのため、国民一人一人が認識を高め、麻薬・覚醒剤・大麻等の薬物
乱用の根絶を図りましょう。

【お問い合せ】
西濃保健所揖斐センター　生活支援係　☎0585-23-1111（内線）262

「ダメ。ゼッタイ。」「ダメ。ゼッタイ。」麻薬・覚せい剤・大麻の乱用をなくそう！麻薬・覚せい剤・大麻の乱用をなくそう！
～  10月1日～11月30日は、麻薬・覚醒剤乱用防止運動月間です  ～
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議 会 だ よ り
第6回揖斐川町議会 定例会

　令和3年第6回揖斐川町議会定例会が、9月3日から10日までの8日間の会期で開催されました。
　初日には、町長から報告案件2件、条例改正案や決算認定など39議案が提出され、提案説明と天羽茂喜
監査委員から令和2年度各会計決算等に係る監査報告が行われました。このうち3議案が同意・可決され、
残りの議案の審査は各委員会に付託されました。また、受理した請願1件の審査も総務文教常任委員会に
付託されました。さらに、議員発議により3件の意見書が提出され、原案のとおり可決されました。
　6日には、令和2年度23会計の決算認定について、決算特別委員会で審査されました。
　7日には、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われました。
　9日の本会議では、7名の議員が一般質問を行いました。
　10日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告がされ、採決の結果すべて
の議案が原案のとおり可決されました。また、請願1件については、総務文教常任委員会の継続審査となり
ました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。
　なお、今定例会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、住民の皆様の傍聴をご遠慮いただくと
ともに、一般質問は、特に緊急性の高い質問に限ることが予め議会運営委員会で決定され、この方針に基づ
いて開催されました。

報
告
案
件

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金

不
足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

バ
ス
運
行
形
態
の
変
更
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

の
施
行
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、坂
内
小
学
校
が

北
方
小
学
校
に
、坂
内
中
学
校
が
北
和
中
学
校

に
そ
れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、坂
内
小
中
学
校

の
体
育
館
と
運
動
場
を
体
育
施
設
と
し
て

管
理
運
営
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

を
普
通
財
産
に
用
途
変
更
す
る
た
め
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

　

補
正
額１

億
２
０
７
４
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
３
７
億
２
４
２
６
万
５
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

２
１
９
１
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
４
億
６
７
１
１
万
５
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

４
１
６
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
５
２
４
６
万
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
５
８
１
万
９
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

７
億
６
２
８
０
万
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
８
９
万
９
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
億
４
８
５
９
万
９
０
０
０
円



11    2021. 11

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

６
７
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
５
７
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地

取
得
等
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

４
３
０
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

６
７
０
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

２
１
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

４
３
２
１
万
１
０
０
０
円

決
算
案
件

○
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

　

合
わ
せ
て
23
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

山
﨑　

克
枝
さ
ん（
脛
永
）

○
揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
委
員

　

次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

安
達　

弘
康
さ
ん（
長
良
）

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

８
月４

日 

第
５
回
臨
時
会

19
日 

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

19
日 

第
５
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

19
日 

８
月
月
例
会

９
月３

日 

第
６
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

３
日 

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

６
日 

決
算
特
別
委
員
会

７
日 

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
日 

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

９
日 

本
会
議　

一
般
質
問

10
日 

本
会
議　

第
６
回
定
例
会
閉
会

10
日 

第
５
回
全
員
協
議
会

議員 7 名が町政を問う

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
過
疎
地
域
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る

た
め
、
新
た
な
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議

○
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
等
に

関
す
る
意
見
書

　

特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
基
幹
道
路
の

整
備
等
を
促
進
す
る
た
め
、
豪
雪
法
の
特
例

措
置
に
つ
い
て
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
、

新
た
に
交
付
金
や
基
金
等
の
財
政
支
援
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
を

確
保
・
充
実
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

○
こ
ど
も
庁
の
設
置
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
発
達
を

支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

施
策
を
一
元
的
に
所
管
す
る「
こ
ど
も
庁
」の

設
置
を
求
め
、
同
時
に
人
材
確
保
や
財
政

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る

立
木　
秀
康 

議
員

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

清
水
地
区
で
は
、
令
和
２
年
秋
か
ら
猿

に
よ
る
被
害
が
急
速
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

30
か
ら
50
匹
の
群
れ
で
押
し
寄
せ
、
山
沿
い

の
休
耕
田
で
栽
培
し
て
い
る
大
豆
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
り
、
民
家
の
屋
根
や
ベ
ラ

ン
ダ
に
侵
入
さ
れ
た
り
し
て
、
多
く
の
住
民

が
恐
怖
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
の
春
以
降
は
、猿
の
行
動
範
囲

が
清
水
地
区
の
中
心
部
に
か
け
て
日
ご
と
に

拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
清
水
地
区
で
は
、
今
年
の
７
月

に
野
生
動
物
の
専
門
家
で
あ
る
岐
阜
大
学

の
森
部
准
教
授
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
、

具
体
的
な
対
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、

町
内
の
他
の
地
域
で
も
急
増
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

今
年
度
か
ら
専
門
部
署
と
し
て
森
林
経
営

対
策
室
を
立
ち
上
げ
、
獣
害
対
策
の
よ
り

一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、獣
害
対
策
は
行
政
の
み
で
行
え
る

も
の
で
は
な
く
、地
域
づ
く
り
や
防
災
同
様
、

自
助
共
助
公
助
の
如
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
、

地
域
、
そ
し
て
行
政
が
連
携
し
て
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
以
前
よ
り
獣
害
対
策
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
へ
の
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補
助
を
は
じ
め
、
捕
獲
報
奨
金
、
捕
獲
委
託

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
先
の

清
水
で
の
講
演
会
な
ど
の
よ
う
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
理
解
を

深
め
、
対
策
に
取
り
組
も
う
と
い
う
機
運
が

高
ま
る
こ
と
が
肝
要
で
す
の
で
、
行
政
と

し
ま
し
て
も
、
各
地
区
に
お
い
て
様
々
な

活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト

両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

岐
阜
県
で
は
令
和
５
年
度
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

の
地
域
個
体
群
の
安
定
的
な
維
持
を
図
り

つ
つ
、
農
業
被
害
や
生
活
環
境
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
特
定

鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
の
策
定
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
群
れ
単
位

で
の
行
動
把
握
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
年

度
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
独
自

対
策
と
し
て
被
害
の
重
大
な
地
域
に
仮
称

「
猿
監
視
協
力
員
」を
任
命
し
、
群
れ
の
行
動

把
握
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
は
出
没
情
報
の
収
集

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
つ
い
て

　

６
月
議
会
で
も
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

町 

長

　

全
て
の
人
を
対
象
と
し
た
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
で
す
が
、
６
月
の
一
般
質
問
で
も
答
弁

を
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
検
査

時
点
で
の
感
染
の
有
無
を
確
認
す
る
も
の
で
、

感
染
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
は

定
期
的
に
、
頻
繁
に
検
査
を
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
の
市
町
村
で
は
、

成
人
式
、
帰
省
な
ど
対
象
者
と
期
間
を
限
定

し
て
検
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
全
て
の
住
民
を
対
象
に
検
査
を

実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
県
下
で
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
県
が
中
心
と
な
っ
て
、
必
要
な
方
に

必
要
な
検
査
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、

町
主
体
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進
で
は
な
く
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と
い
う
形
で
感
染

拡
大
防
止
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

自
宅
療
養
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
で
は

８
月
の
連
日
３
０
０
人
を
超
え
る
感
染
者
の

増
大
に
よ
り
自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ
る
状
況

で
す
が
、
新
た
に
医
療
用
施
設
を
確
保
し
、

臨
時
の
療
養
施
設
も
設
置
す
る
こ
と
で
９
月

中
に
自
宅
療
養
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
う

県
の
施
策
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
で
す
が
、関
係
者
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
揖
斐
川

町
は
西
濃
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
接
種
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
さ
ん
へ
の

優
先
接
種
や
県
下
で
も
稀
な
夜
間
の
集
団

接
種
な
ど
一
日
も
早
い
接
種
完
了
に
向
け

努
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
が
先
細
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
感
染
力
の
強
い

デ
ル
タ
株
の
流
行
な
ど
状
況
は
変
化
し
て

い
ま
す
。
家
族
や
周
り
の
人
を
守
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

少
し
で
も
早
く
無
症
状
感
染
者
を
発
見
し
、

隔
離
、
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い 

ま
す
。飛
騨
市
で
は
市
民
だ
け
で
な
く
帰
郷
者

に
対
し
て
も
夏
季
限
定
で
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
し
た
り
、
補
助
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
揖
斐
川
町
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

無
料
化
、
も
し
く
は
助
成
を
行
う
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
療
養
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

政
府
が
進
め
て
き
た
病
院
の
統
廃
合
や

病
床
削
減
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
で 

し
ょ
う
か
。自
宅
療
養
者
が
増
え
る
と
家
庭
内

感
染
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
し
、病
院
な
ど
で

療
養
し
た
い
と
思
う
の
が
普
通
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

次
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
が
、
揖
斐
川
町

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
他
の
市
町
と
比
べ
て
も

進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

接
種
を
希
望
し
て
も
日
程
が
決
ま
ら
な
い

人
も
い
ま
す
。
自
治
体
で
予
約
で
き
な
い

か
ら
県
を
越
え
て
大
規
模
接
種
会
場
へ

電
車
や
バ
ス
で
行
く
と
い
う
の
が
現
実

だ
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
と
も
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
政
府
は

人
流
を
減
ら
す
た
め
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施

し
、
出
勤
者
の
７
割
を
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
揖
斐
川
町
役
場
で

は
何
割
削
減
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

希
望
者
全
員
に
接
種
日
程
を
ご
案
内
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
引
き
続
き

国
や
県
に
対
し
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
供
給
を

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
役
場
は
住
民

や
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

部
署
が
多
い
こ
と
、
職
員
が
車
通
勤
で
あ
り

他
者
と
の
接
触
機
会
が
少
な
い
こ
と
、必
要
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
町
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
自
宅
か
ら
自
席
の
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
で
き
る
よ
う
な
実
証
実
験
を

行
っ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
え
る
環
境

は
整
え
て
お
り
、
個
人
情
報
保
護
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
含
め
、
慎
重
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

幼
児
園
の
７
時
か
ら
の
早
朝
保
育
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
各
幼
児
園
の
早
朝
保
育
の

開
始
時
間
は
朝
７
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
近
隣
他
町
で
は
、
７
時
か
ら

開
始
し
て
い
る
施
設
が
各
町
に
１
カ
所
以
上

あ
り
ま
す
。
当
町
は
、
岐
阜
市
や
大
垣
市
の

企
業
集
積
地
か
ら
最
奥
に
位
置
し
て
お
り
、

通
勤
に
も
時
間
が
か
か
る
た
め
、
幼
児
を

抱
え
る
家
庭
か
ら
は
少
し
で
も
早
く
出
勤

す
る
た
め
、７
時
か
ら
の
保
育
を
希
望
さ
れ
る

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

７
時
か
ら
の
開
所
に
つ
い
て
は
、
人
材
の

確
保
や
職
員
の
負
担
増
、経
費
の
増
加
な
ど
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
町
長
は
今
期
の
基
本

方
針
で
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
の
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町
づ
く
り
、
生
活
基
盤
の
し
っ
か
り
し
た

町
づ
く
り
」
を
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
育
て

家
庭
の
支
援
の
一
環
と
し
て
検
討
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
増
加
の
懸
念
に
関
し
て
は
、

当
町
は
早
朝
保
育
・
延
長
保
育
に
対
す
る

保
育
料
を
無
償
と
し
て
い
ま
す
が
、
他
町

で
は
早
朝
保
育
・
延
長
保
育
を
有
償
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
私
は
７
時

か
ら
の
早
朝
保
育
を
始
め
る
場
合
に
は
、早
朝
・

延
長
時
間
帯
の
保
育
料
の
見
直
し
と
い
っ
た

思
い
切
っ
た
こ
と
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

７
時
か
ら
の
早
朝
保
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

子
育
て
支
援
施
策
の
中
で
保
育
料
の
無
償
化

以
降
、
幼
児
園
に
入
所
さ
れ
る
園
児
、
特
に

未
満
児
の
入
所
が
急
増
し
、対
応
す
る
保
育
士

の
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続
的
な
保
育
士
の
募
集
を
通
じ
て
保
育
士

の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
的
な

保
育
士
不
足
の
中
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数

で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

保
育
時
間
の
拡
大
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は

も
っ
と
も
な
意
見
で
す
が
、
現
状
で
は
人
的

に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
で
は
第
二
子
以
降
保
育

料
の
無
償
化
、
給
食
費
の
無
償
化
、
延
長

保
育
に
お
け
る
保
護
者
負
担
の
無
償
化
な
ど

子
育
て
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
な
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
の
町
づ
く
り
を
推
進

　

そ
こ
で
、次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①「
魅
力
豊
か
な
高
校
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

は
継
続
し
て
い
ま
す
か
。
継
続
し
て
い
な
い

場
合
、
新
た
な
協
議
の
場
は
あ
り
ま
す
か
。

②
揖
斐
高
校
で
は
、「
デ
ュ
ア
ル
実
習
」
に

お
い
て
地
元
団
体
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
に

苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
町
、
高
校
、

商
工
会
な
ど
３
者
で
協
定
を
結
び、持
続
可
能

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町 

長

　

揖
斐
高
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
と
い
う

こ
と
で
、揖
斐
高
校
の
統
廃
合
問
題
に
関
す
る

町
の
取
り
組
み
に
対
す
る
質
問
と
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
私
も
議
員
時
代
に
同
様
の
一
般

質
問
を
行
っ
て
お
り
、
揖
斐
高
校
の
統
廃
合

問
題
は
単
な
る
教
育
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

町
の
公
共
交
通
利
用
客
の
減
少
な
ど
、
町
の

施
策
、
将
来
に
も
大
き
く
影
響
す
る
町
全
体

と
し
て
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、生
徒
の
大
半
が
周
辺
の
市
町
か
ら

通
学
さ
れ
て
お
り
、統
廃
合
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
志
願
者
の
減
少
や
定
員
割
れ
の
解
消
、

ま
た
、
揖
斐
高
校
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

揖
斐
川
町
の
み
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
３
年
前
の
揖
斐

高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

校
長
先
生
や
県
の
教
育
委
員
会
の
担
当
者
と

意
見
交
換
を
し
た
際
に
、
デ
ュ
ア
ル
実
習
の

推
進
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
４
割
が
進
学

さ
れ
る
こ
と
か
ら
進
学
等
の
進
路
指
導
の

一
層
の
推
進
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
高
校
に
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

し
て
い
き
ま
す
。

　

保
育
の
有
償
化
、
保
育
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、議
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
今
後
、

様
々
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
良
質
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
す
る
た
め
、
保
育
士
の
人
材
確
保
に

努
め
ま
す
。

宮
部　
一
也 

議
員

揖
斐
高
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

揖
斐
高
校
は
揖
斐
郡
、揖
斐
川
町
に
と
っ
て

重
要
な
教
育
施
設
と
考
え
ま
す
が
、
定
員
減

に
よ
る
ク
ラ
ス
の
減
少
な
ど
、
統
廃
合
を

含
め
、
大
変
不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は「
魅
力
豊
か
な
高
校
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
と
揖
斐

高
校
に
よ
る
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
に

基
づ
き
、
中
高
連
携
と
し
て
、
１
．
学
習
相

談
や
高
校
か
ら
の
教
師
派
遣
、
２
．
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
や
中
学
２
、３
年
生
を
対
象
に

体
験
学
習
等
、
３
．
入
試
連
携
な
ど
の
事
業

を
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
高
校
で
は
、
進
路
希
望
に

合
わ
せ
科
目
選
択
が
行
え
、地
元
企
業
な
ど
で

実
際
に
働
く「
デ
ュ
ア
ル
実
習
」と
い
う
取
り

組
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ュ
ア
ル

実
習
に
よ
る
地
元
企
業
と
高
校
生
と
の
つ
な

が
り
は
、
就
職
、
社
会
経
験
、
定
住
な
ど

企
業
、
生
徒
、
町
に
と
っ
て
様
々
な
効
果
を

も
た
ら
す
も
の
で
、
ま
さ
に
揖
斐
高
校
の

特
色
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

な
ど
有
名
な
部
活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、

実
績
あ
る
指
導
者
の
招
へ
い
な
ど
部
活
動
の

充
実
や
、
国
際
交
流
事
業
な
ど
、
魅
力
あ
る

揖
斐
高
校
の
構
築
を
皆
さ
ん
方
と
共
々

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教 

育 

長

　
「
魅
力
豊
か
な
高
校
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

は
、
県
の
事
業
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら

３
年
間
立
ち
上
げ
ら
れ
た
協
議
会
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
、揖
斐
高
校
の
存
続
に
向
け
地
域

と
結
び
つ
い
た
学
習
活
動
の
展
開
、魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
支
援
を
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

が
中
心
と
な
り
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成

と
未
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
に
町
と

揖
斐
高
校
で
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、

教
育
活
動
へ
の
支
援
を
実
施
し
た
り
、
平
成

16
年
か
ら
揖
斐
高
校
と
町
内
の
一
部
中
学
校

と
で
実
施
し
て
い
た
「
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
校
事
業
」
を
令
和
元
年
度
か
ら
は
町
内

全
て
の
中
学
校
を
対
象
と
し
て
、
議
員
か
ら

紹
介
の
あ
っ
た
体
験
学
習
や
入
試
連
携
な
ど

の
事
業
を
通
じ
て
、
中
学
生
の
揖
斐
高
校

へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
進
学
意
欲
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
揖
斐
高
校
が「
デ
ュ
ア
ル
実
習
」に

お
け
る
地
元
団
体
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、デ
ュ
ア
ル

実
習
は
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
揖
斐

高
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
で
す
。
生
徒
が

働
き
な
が
ら
学
び
、
学
び
な
が
ら
働
く
と

い
う
職
業
観
を
高
め
る
た
め
の
意
義
深
い

教
育
活
動
と
し
て
、
町
で
も
実
習
を
受
け
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入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
と
の
連
携

も
既
に
進
め
て
お
り
、
今
後
も
揖
斐
高
校
、

関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
必
要
な
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
部　
一
也 

議
員

広
報
誌
の
活
用
に
つ
い
て

　

広
報
８
月
号
に
、極
楽
寺
区
と
イ
ノ
ア
ッ
ク

住
環
境
揖
斐
川
事
業
所
が
災
害
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
記
事
に
は
協
定
の
締
結
と
災
害
時
の

企
業
の
支
援
内
容
が
簡
単
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
初
め
に
広
報
誌
を
見
た
時
点

で
は
私
は
気
に
も
留
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
、
知
り
合
い
の
防
災
士
に
紹
介
さ
れ

話
を
伺
う
と
、
区
の
有
志
と
企
業
と
で
何
度

も
打
合
せ
を
行
い
、
事
業
所
見
学
を
経
て
、

協
定
の
締
結
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

現
状
の
広
報
誌
で
は
こ
こ
ま
で
の
内
容
が

読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
広
報
誌
は
、
行
政
の
案
内
、
住
民

へ
の
お
知
ら
せ
、
報
告
事
項
と
い
っ
た
必
要

な
情
報
は
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
コ
ス
ト

や
ペ
ー
ジ
制
限
、
取
材
、
編
集
作
業
に
多
く

の
時
間
を
要
す
る
な
ど
制
約
が
あ
る
こ
と
も

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

地
域
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
、

掘
り
下
げ
た
特
集
を
読
み
た
い
な
ど
の
ニ
ー
ズ

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
広
報
い
び
が
わ

は
現
状
の
ま
ま
で
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

必
要
な
情
報
の
発
信
と
記
事
の
掘
り
下
げ

な
ど
の
棲
み
分
け
を
図
る
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
が
、
必
要
な

情
報
に
つ
い
て
は
、
特
集
ペ
ー
ジ
の
掲
載

な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
い
び
が
わ
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

担
当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
人
材
育
成

に
も
努
め
な
が
ら
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
広
報
誌
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

媒
体
と
の
使
い
分
け
で
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
随
時
更
新
が
で
き
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
よ
り
早
く
お
伝
え
す
べ
き
情
報
の

ほ
か
、
町
外
の
方
に
町
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
で
、
移
住
や
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る

よ
う
な
活
用
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
媒
体
の
特
徴
を

活
か
し
な
が
ら
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

必
要
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
小
中
学
校
に

お
け
る
リ
モ
ー
ト
授
業
に
つ
い
て

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
も
と
、

揖
斐
川
町
で
も
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
配
布
さ
れ
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
端
末

の
導
入
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

端
末
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
幅
広
い

学
び
の
機
会
を
得
る
中
で
、
一
人
一
人
に

最
適
な
学
び
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
こ
そ

価
値
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
と
紙
媒
体
と
の

使
い
分
け
を
考
え
た
ら
ど
う
か
な
ど
、
広
報

の
方
法
を
検
討
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

町
か
ら
お
知
ら
せ
す
べ
き
案
件
は
多
く
の

分
野
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

も
の
を
町
が
も
っ
て
い
る
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
音
声

告
知
放
送
な
ど
の
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
広
報
誌
は
各
戸

配
布
で
確
実
に
各
家
庭
に
お
届
け
で
き

ま
す
が
、ペ
ー
ジ
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
し
、

月
１
回
の
発
行
で
即
時
性
、
速
報
性
に
欠
け

ま
す
。
音
声
告
知
は
即
時
性
、
速
報
性
は

あ
り
ま
す
が
、
音
声
の
み
で
し
か
お
伝
え

で
き
な
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
媒
体

に
は
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
広
報
誌
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

広
報
媒
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
限
界
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
広
報
媒
体
の
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
情
報
の
内
容
に
適
し
た
も
の
を

活
用
し
て
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

総
務
部
長

　

広
報
誌
の
役
割
と
し
ま
し
て
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
あ
り
、
町
の
話
題
の
ほ
か
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
町
施
策
の
情
報
、
社
会
生
活
に
必
要
な 

情
報
、防
災
・
災
害
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

情
報
を
確
実
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

記
事
の
掘
り
下
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
面

で
は
限
り
が
あ
り
、
多
く
の
情
報
が
あ
る

中
で
一
つ
の
題
材
に
絞
っ
て
掲
載
す
る

現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
第
５
波
に
よ
り
、
県
内
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、コ
ロ
ナ 

対
策
と
し
て
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
非
接
触
と

い
う
面
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
荒
天
に
よ
る
臨
時
休
校
時
の

ほ
か
、
病
気
や
不
登
校
の
児
童
、
生
徒
が

家
庭
な
ど
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
様
々

な
応
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

多
様
な
学
習
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る

昨
今
、
対
面
授
業
と
同
時
に
対
面
授
業
を

受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
に
リ
モ
ー
ト
授
業
を

行
う「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
授
業
」こ
そ
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
含
め
、

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
育
成
で
き
る

教
育
環
境
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
揖
斐
川
町
と
い
う
自
然
環
境
の

良
さ
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
的
な
技
術

の
両
輪
の
中
で
、様
々
な
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
か
っ
て

の
揖
斐
川
町
の
強
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
リ
モ
ー
ト
授
業
の
設
備
充
実
に

つ
い
て
、町
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

教 

育 

長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
学
習
環
境
の

整
備
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
充
実
は
、
個
別

最
適
な
学
び
の
実
現
や
非
常
時
に
お
け
る

学
び
の
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
重
要
な
教
育

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
の
実
現
に
向
け
、
町
で
は

令
和
２
年
度
中
に
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

配
備
、
普
通
教
室
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
終
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
て
の
普
通
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教
室
に
電
子
黒
板
と
オ
ン
ラ
イ
ン
用
ウ
ェ
ブ

カ
メ
ラ
の
配
置
も
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
、
全
て
の
学
校
に

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
教
育
支
援

ソ
フ
ト
の
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を

行
い
、
本
年
４
月
か
ら
各
学
校
に
お
い
て
、

授
業
等
で
こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
に
は
、
学
校
と
子
ど
も
た
ち
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
各
家
庭
の
通
信

環
境
の
確
認
や
夏
休
み
の
様
子
を
確
認
し
、

教
育
支
援
ソ
フ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、２
学
期

以
降
は
、
感
染
対
策
で
登
校
を
見
合
わ
せ
る

お
子
さ
ん
な
ど
に
対
し
希
望
に
応
じ
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
や
臨
時

休
校
の
際
に
、
各
家
庭
の
協
力
を
得
な
が
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

対
面
授
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
学
習

の
よ
さ
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

学
習
に
向
け
た
環
境
整
備
と
教
員
の
支
援
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
さ
れ
、

揖
斐
川
町
で
も
今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
推
進

室
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、休
日
昼
夜
問
わ
ず

手
続
き
が
可
能
な
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

こ
う
し
た
社
会
の
動
向
に
い
ち
早
く
対
応

す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

を
設
置
し
、
各
部
局
の
デ
ジ
タ
ル
事
業
を

横
断
的
に
総
括
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
配
慮
を

忘
れ
ず
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
バ
ラ
ン
ス

を
念
頭
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
不
便
、
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
心

掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
と
は
、
単
に
様
々
な
も
の
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
利
益
、
利
便
性
を

も
た
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、
そ
の

目
的
に
向
け
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
で
す
が
、
現
在
、
国
が
策
定
し
た
デ
ジ

タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

国
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
Ｄ
Ｘ
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
揖
斐
川
町
で
も

地
域
の
実
情
や
現
場
事
情
に
即
し
た
デ
ジ

タ
ル
化
を
丁
寧
に
進
め
る
こ
と
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
が
豊
か
に
、
安
心
に
、
便
利

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
的

作
業
と
し
て
押
印
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
書
面
規
制
、
対
面
規
制
の

見
直
し
も
行
い
、
手
続
き
の
簡
素
化
と
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｘ
の
長
期
的
、

継
続
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

向
上
や
業
務
効
率
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、利
用
者 

に
選
択
の
幅
を
広
げ
、職
員
は
真
に
対
面
対
応

が
必
要
な
方
や
、
真
に
支
援
を
要
す
る
方
に

対
し
丁
寧
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
手
続
き
の

み
な
ら
ず
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

も
可
能
と
な
り
、
自
治
体
か
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
発
信
で
、
災
害
や
交
通
、
停
電
情
報

な
ど
の
早
期
把
握
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
自
治
体
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と

と
も
に
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
り
業
務
効
率
化

を
図
り
、
人
的
資
源
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
町
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
変
化
し
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
ま
す
か
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
営

に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
効
率
化

さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
行
政

の
効
率
化
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
か
。

②
自
治
体
Ｄ
Ｘ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、人
材
の
確
保
、

育
成
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

③
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
、
部
局
横
断
的

な
取
り
組
み
は
行
わ
れ
ま
す
か
。

町 

長

　

現
在
各
方
面
に
お
い
て
、
急
速
に
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。町
と
し
て
も

申
請
や
手
続
き
が
で
き
る
便
利
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
安
心
な
町
づ
く
り
と
し
て
、
防
災
情
報

伝
達
ア
プ
リ
の
導
入
も
進
め
、
令
和
５
年
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
や
定
期
券
の
オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、２
０
４
０
年

問
題
も
見
据
え
、
職
員
の
削
減
が
進
ん
で
も

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
、
向
上
で
き

る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
に
よ
り
事
務
の
効
率
化
を

図
り
つ
つ
、
職
員
が
情
報
弱
者
や
対
面
対
応

業
務
に
丁
寧
に
対
応
で
き
る
環
境
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
人
材
の
確
保
、
育
成
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、
新
た
な
知
識
や

ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
人
材

が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
の
制
度
や
専
門
家
の

助
言
、
外
部
支
援
策
も
視
野
に
入
れ
、
人
材

育
成
を
図
り
ま
す
。

　

３
点
目
の
部
局
横
断
的
な
取
り
組
み
で
す

が
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
役
場

内
の
多
岐
に
渡
る
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
が
全
体
を
把
握

し
、
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
併
せ
て
、
情
報

弱
者
に
対
す
る
対
面
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
的
な

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
と
い
っ
た
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



2021. 11    16

衣
斐　
良
治 

議
員

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
土
砂
、
浸
水

な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
、
予
想

さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
と
そ
の
範
囲
を
地
図

化
し
た
も
の
で
、
今
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
、

４
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
マ
ッ
プ
は
、
千
年
に
一
度
程
度
の

降
雨
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
の
浸
水

想
定
と
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
の
最
新
デ
ー
タ

を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
視
覚
的
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
住
民
に
と
っ
て
必
要
な

最
新
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
ら
い
い 

の
か
」と
い
う
不
安
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

災
害
が
起
こ
る
前
の
対
策
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
個
人
、
家
族
、
事
業
所
な
ど
で
は

状
況
に
応
じ
て
速
や
か
に
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
時
系
列
で
予
め
決
め
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
面
積
が
広
大
な
揖
斐
川

町
で
は
地
域
に
よ
っ
て
地
形
や
特
性
も
異
な
る

た
め
、
地
区
ご
と
に
自
主
防
災
組
織
と
し
て

防
災
行
動
計
画
を
作
成
し
訓
練
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
や
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
連
携
を
町
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

防
災
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
防
災
教
育
や
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の

多
世
代
の
住
民
が
防
災
、
減
災
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
な
が
ら
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

町
と
し
て
公
助
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
助
、
共
助
、
互
助
を
促
し
て
い
く

役
割
も
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
に
お
い
て
も
マ
ッ
プ

の
利
活
用
や
理
解
に
つ
い
て
共
有
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部
長

　

１
点
目
の
質
問
で
す
が
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
災
害
な
ど
を
想
定
し
危
険
性
を
色
分
け

な
ど
で
示
し
た
も
の
の
ほ
か
、
町
か
ら
発
信

す
る
避
難
情
報
の
種
類
、
防
災
情
報
の
入
手

方
法
、
避
難
時
の
心
得
や
非
常
持
出
品
の

例
な
ど
、
避
難
行
動
に
役
立
つ
情
報
を
で
き

る
だ
け
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
防
災
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
皆
さ
ん
に
見
て
確
認
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
機
会
を
増
や
す

た
め
、
総
合
防
災
訓
練
や
土
砂
災
害
防
災

訓
練
の
際
に
活
用
い
た
だ
い
た
り
、
地
域

防
災
の
要
で
あ
る
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
や
小
中
学
生
に
も
色
々
な

機
会
で
マ
ッ
プ
を
見
て
も
ら
い
、
様
々
な

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
防
災

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
の
質
問
で
す
が
、
豪
雨
な
ど
の

危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合
は
、
町
で
は

避
難
指
示
な
ど
の
情
報
と
併
せ
、
危
険
区
域

な
ど
を
加
味
し
な
が
ら
避
難
場
所
や
避
難
所

を
確
保
し
、
情
報
発
信
い
た
し
ま
す
。

　

避
難
に
つ
い
て
は
、
防
災
訓
練
時
の
避
難

訓
練
で
の
方
法
を
基
本
に
、
ご
近
所
同
士

な
ど
で
状
況
に
応
じ
た
安
全
な
避
難
を
お
願

い
し
ま
す
。す
で
に
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、

２
階
へ
の
垂
直
避
難
、
山
側
か
ら
一
番
遠
い

①
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、

住
民
の
減
災
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
事
前
の 

備
え
、
状
況
に
応
じ
て
速
や
か
に
難
を
避
け
る

行
動
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想
定
に
対
応
す
る

避
難
場
所
及
び
避
難
所
の
確
保
と
避
難

誘
導
を
ど
う
し
ま
す
か
。

町 

長

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
「
こ
こ
が
浸
水
す
る

と
は
」、「
あ
そ
こ
が
崩
れ
る
と
は
」
と
い
う

声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々

に
も
当
然
、
地
元
自
治
体
か
ら
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
て
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
則
か
ら
マ
ッ
プ
の
情
報

等
が
防
災
や
避
難
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、常
に
身
近
な
と
こ
ろ

に
置
か
れ
、
各
家
庭
に
お
い
て
日
頃
か
ら
、

避
難
所
、
避
難
方
法
、
避
難
経
路
な
ど
の

確
認
を
い
た
だ
き
、
有
事
に
備
え
る
心
構
え

を
持
つ
た
め
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
要
か
と
思
い
ま
す
し
、
当
然
町
と
し
ま
し

て
も
、
マ
ッ
プ
の
活
用
や
内
容
の
理
解
等
に

つ
い
て
啓
発
啓
蒙
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
非
常
に
正
確
な
被
災

エ
リ
ア
の
表
示
や
避
難
所
の
場
所
等
重
要

な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の

災
害
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
豪
雨
や
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
則
に
と
ら

わ
れ
ず
、
マ
ッ
プ
の
情
報
を
参
考
に
適
切
な

行
動
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

部
屋
へ
移
動
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
危
険
を

避
け
、
命
を
守
る
行
動
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
危
険
が

差
し
迫
る
前
に
、
親
戚
や
友
人
宅
な
ど
へ
の

縁
故
避
難
も
有
効
で
す
。

　

避
難
誘
導
に
つ
い
て
は
、
町
職
員
や
消
防

団
の
避
難
誘
導
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
危
険

が
差
し
迫
る
前
に
避
難
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
地
域
や
ご
近
所
同
士
で
日
頃

か
ら
避
難
に
関
し
確
認
し
て
お
く
こ
と
も

必
要
と
考
え
ま
す
。

衣
斐　
良
治 

議
員

保
健
推
進
員
な
ど
の

各
委
員
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

保
健
推
進
員
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
な
ど

様
々
な
役
を
町
か
ら
各
地
区
に
依
頼
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
定
数
や
役
割
に

つ
い
て
し
ば
ら
く
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
と
こ
れ
か
ら
の
20
年

で
は
人
口
構
成
も
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。

特
に
社
会
を
支
え
る
現
役
世
代
は
大
き
く

減
少
し
て
い
く
た
め
、
地
域
で
本
当
に
必
要

な
役
と
な
る
よ
う
見
直
す
時
期
が
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
少
な
い
地
域

で
は
一
人
で
何
役
も
兼
務
さ
れ
、
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
に
つ
い
て
、
各
課
で
横
断
的
に

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

見
直
し
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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町 

長

　

役
場
か
ら
依
頼
し
て
い
る
各
種
の
役
員
に

つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
そ
の
存
在
意
義
、

必
要
性
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
期
間

検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
私
は
町
長
就
任
後
早
速
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
の
一
環
と
し
て
業
務

内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
順
次
廃
止
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
消
防
団
員
や
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
員
に
つ
い
て
も
、
定
数
削
減
の

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
状
を
鑑
み
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

総
務
部
長

　

各
委
員
の
人
的
依
頼
の
見
直
し
は
既
に

進
め
て
お
り
、
昨
年
度
の
交
通
安
全
女
性
の

廃
止
に
続
き
、今
年
度
も
当
初
よ
り
各
所
管
課

と
関
係
機
関
を
含
め
実
態
調
査
を
行
い
、

業
務
内
容
の
見
直
し
や
継
続
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
横
断
的
な
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
検
討
の
結
果
、
保
健
推
進
員
は

今
年
度
を
も
っ
て
廃
止
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

員
も
廃
止
の
方
向
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
活
動
推
進
員
は
館
長
主
事
会
で
、

消
防
団
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は

消
防
委
員
会
で
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
検
討
を
重
ね
、
地
域
の
負
担
軽
減

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
予
定
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
私
は
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
と
意
義

を
お
話
し
し
、
町
の
目
指
す
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と

申
し
ま
し
た
が
、
町
長
の
考
え
る
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

町 

長

　

１
点
目
の
春
日
コ
ー
ス
に
つ
い
て
で
す

が
、
そ
も
そ
も
春
日
コ
ー
ス
案
は
、
現
状

の
久
瀬
地
内
の
コ
ー
ス
上
で
頻
繁
に
落
石

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ル
を
取
り
や
め
る

か
代
替
コ
ー
ス
を
設
け
る
か
と
い
う
議
論

の
中
で
、
何
と
か
町
内
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
コ
ー
ス
を
確
保
し
よ
う
と
発
案
さ
れ
た

コ
ー
ス
で
あ
り
、
昨
年
４
月
か
ら
６
月
に

地
元
区
長
の
皆
さ
ん
に
概
要
を
打
診
し
た

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
昨
年

の
８
月
に
道
路
使
用
の
関
係
で
揖
斐
警
察
署

へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
春
日
に
一
本
し
か

な
い
県
道
の
全
面
封
鎖
な
ど
多
く
の
箇
所
で

長
時
間
の
交
通
規
制
を
要
す
る
こ
と
か
ら

地
元
へ
の
影
響
が
か
な
り
大
き
い
の
で
は

と
い
う
指
摘
を
受
け
、
再
検
討
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
春
日
コ
ー
ス
案
に
決
定

し
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
コ
ー
ス
案
と
さ
れ
る
春
日
地
内
に

お
い
て
も
、
コ
ー
ス
上
の
数
カ
所
で
頻
繁
に

土
砂
の
流
出
が
あ
り
、
現
在
岐
阜
県
に
お
い

て
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
を

鑑
み
ま
す
と
、
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
及
び

コ
ー
ス
の
安
全
面
と
警
察
か
ら
指
摘
を
受
け
た

長
時
間
の
交
通
規
制
に
よ
る
地
元
住
民
へ
の

影
響
を
考
え
合
わ
せ
る
と
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

若
園　
敏
朗 

議
員

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

私
は
第
２
回
大
会
か
ら
ず
っ
と
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

ま
た
、
応
援
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
大
会
を

支
え
て
き
た
一
人
と
し
て
、
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
に
は
特
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
風
光
明
媚
な
コ
ー
ス

だ
け
で
な
く
、
町
を
挙
げ
て
の
応
援
や

１
８
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
も
て
な
し
な
ど
、
多
く
の
魅
力
と

意
義
を
持
ち
、
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く

地
域
の
人
々
に
も
愛
さ
れ
る
大
会
で
す
。

ま
た
、「
揖
斐
川
」と
い
う
名
を
全
国
に
発
信

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
、
生
き
る

力
を
育
ん
だ
り
、町
に
活
気
を
与
え
る
な
ど
、

町
づ
く
り
の
側
面
か
ら
も
重
要
な
大
会
で

あ
り
、私
は
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
関
し
て
、

危
惧
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
で
す
。
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
と
言
え
ば
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
言
わ

れ
る
く
ら
い
重
要
な
意
味
を
持
つ
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
で
す
が
、
崖
崩
れ
な
ど
コ
ー
ス
上
の

安
全
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
そ
の
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、

現
状
の
藤
橋
ま
で
の
コ
ー
ス
が
使
え
な
い

た
め
、小
島
を
通
っ
て
春
日
ま
で
行
く
コ
ー
ス

を
設
定
し
地
域
住
民
に
お
諮
り
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
か
ら

が
高
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

様
々
な
懸
念
が
あ
る
中
で
、
春
日
コ
ー
ス

案
で
フ
ル
を
実
施
す
る
の
か
、
久
瀬
地
区
の

復
旧
を
待
っ
て
フ
ル
を
再
開
す
る
の
か
は

思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
岐
阜
県
、
揖
斐

警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
協
議
、ご
指
導

を
踏
ま
え
な
が
ら
実
行
委
員
会
と
し
て
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
マ
ラ
ソ
ン
の
あ
り
方
で
す
が
、

私
は
昭
和
60
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

立
ち
上
げ
か
ら
企
画
開
発
課
職
員
と
し
て

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
際
に
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
の
仕
掛
人
で
あ
る
中
日
新
聞
本
社

の
部
長
、
西
濃
陸
協
の
理
事
長
、
町
の
企
画

開
発
課
長
な
ど
か
ら
、
５
年
間
は
役
場
主
導

で
行
い
、
そ
の
後
は
体
育
協
会
、
陸
上
連
盟

な
ど
の
民
間
組
織
を
強
化
し
民
間
主
導
の

大
会
に
し
て
い
く
と
い
う
構
想
を
直
接
耳
に

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
議
員

時
代
に
も
民
間
主
導
で
マ
ラ
ソ
ン
を
行
う

べ
き
と
の
質
問
も
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

他
の
大
会
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
大
会

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
と
い
う
点
に
お
い
て
、

人
口
あ
る
い
は
職
員
等
も
ど
ん
ど
ん
減
少

す
る
中
で
、
今
後
安
定
的
に
マ
ラ
ソ
ン
を

継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
に
は
、
民
間
の

方
々
の
力
を
借
り
て
民
間
主
導
で
や
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
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内　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差引残額
決　算　総　額 221億8,015万4,688円 213億1,620万6,563円 8億6,394万8,125円

一　般　会　計 170億2,768万3,115円 163億8,249万207円 6億4,519万2,908円
特　別　会　計 51億5,247万1,573円 49億3,371万6,356円 2億1,875万5,217円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 24億9,024万5,951円 23億3,019万5,722円 1億6,005万229円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億4,155万650円 3億3,656万6,517円 498万4,133円
国民健康保険直診勘定特別会計 7,754万4,447円 6,743万5,836円 1,010万8,611円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,960万8,957円 3,516万1,391円 444万7,566円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,630万4,859円 2,369万9,446円 260万5,413円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,398万7,197円 1,333万8,225円 64万8,972円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億896万1,114円 1億574万7,289円 321万3,825円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億4,290万8,274円 1億3,971万5,003円 319万3,271円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 7億7,775万7,262円 7億7,289万9,046円 485万8,216円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億8,138万320円 5億7,663万2,743円 474万7,577円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1億1,840万8,279円 1億1,586万5,432円 254万2,847円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,252万6,724円 5,902万555円 1,350万6,169円
杉原地域土地取得等特別会計 162万円 162万円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億8,283万1,670円 1億8,283万1,670円 0円
地 域 情 報 特 別 会 計 1億1,760万1,776円 1億1,555万2,456円 204万9,320円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 3,930万2,155円 3,930万2,155円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 969万5,210円 924万9,480円 44万5,730円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 540万5,358円 529万6,710円 10万8,648円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 404万5,010円 310万6,350円 93万8,660円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 38万7,319円 33万330円 5万6,989円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 39万9,041円 15万円 24万9,041円

令和2年度の決算をお知らせします
　9月3日（金）から 9月10日（金）まで開催された令和3年第6回揖斐川町議会定例会において、令和2年度一般会計、特別会計
および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
　令和2年度決算について皆さんにお知らせします。

令和2年度会計別決算の内訳

企業会計

一般会計歳出

内　　訳 歳入決算額 歳出決算額
上水道事業会計（収益的） 2億6,403万8,649円 2億4,804万4,545円
上水道事業会計（資本的） 2億2,173万1,880円 3億9,869万6,284円

内　　訳 歳出額
議会費　議会の運営に 1億157万8,959円
総務費　一般的な事務に 47億8,430万6,202円
民生費　福祉の充実に 29億5,984万7,846円
衛生費　健康づくりや清掃に 13億8,930万8,927円
農林水産業費　農林業などの振興に 11億9,167万9,957円
商工費　商工業や観光の振興に 7億7,178万4,454円
土木費　道路や河川の整備に 12億5,028万2,636円
消防費　消防や防災に 7億6,182万3,617円
教育費　生涯学習や学校教育に 15億8,069万5,201円
災害復旧費 5,709万8,300円
公債費　借入金の返済に 15億2,297万4,108円
諸支出金 1,111万円
一般会計歳出総額 163億8,249万207円

総 務 費
29.2％

民 生 費
18.1％

衛生費
8.5％

商工費
4.7％

土木費
7.6％

消防費
4.7％

公債費
9.3％

諸支出金
0.1％

議会費
0.6％

教育費
9.6％

　災害復旧費
0.3％

農林水産業費
7.3％

一般合計
歳出総額

163億8,249万
207円
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ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意

　

揖
斐
郡
内
に
お
い
て
は
、
９
月
に
ニ
セ

電
話
詐
欺
が
発
生
し
て
お
り
、
親
族
の

知
人
を
装
っ
た
者
に
、
高
額
の
現
金
を
騙
し

と
ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
傾
向
で
は
、『
地
域
の
病
院
職
員
を

名
乗
る
→
別
人
物
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
』

等
と
不
審
電
話
の
連
絡
に
複
数
の
人
物
が

関
わ
る
手
口
の
巧
妙
化
や
、『
同
じ
高
校
の

卒
業
生
に
対
す
る
連
絡
』
等
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
不
審
電
話
が
連
続
発
生
す
る
際
に
は

・
地
域
一
帯
に
同
じ
内
容
の
電
話
が
か
か
っ
て

く
る

・
現
金
や
カ
ー
ド
回
収
役
の
犯
人
グ
ル
ー
プ

が
来
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
犯
人
グ
ル
ー
プ
の

手
段
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ニ
セ
電
話
詐
欺

を
見
破
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

よ
く
使
わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
、
当
て
は
ま
る
場
合
は
ご
注
意

下
さ
い
。

●『
子
供
』＋『
電
話
番
号
変
わ
っ
た
』『
の
ど
の

病
気
』＝
オ
レ
オ
レ
詐
欺

●
『
役
場
か
ら
の
連
絡
』
＋
『
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の

受
け
取
り
』＝
還
付
金
詐
欺

●『
口
座
の
犯
罪
被
害
』＋『
警
察
官
や
銀
行

職
員
の
訪
問
』
＝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

詐
欺
盗

　

ま
た
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、

〇
折
り
返
し
の
連
絡
先
を
聞
い
た
上
で
一
度

電
話
を
切
る

〇
家
族
や
関
係
者
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電
話

の
場
合
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
家
族
の

電
話
番
号
に
連
絡
を
し
て
事
実
確
認
す
る

こ
と
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ご
自
身
が
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、身
近
な

高
齢
の
ご
家
族
に
も
一
度
確
認
を
と
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
警
察
署　

℡
２
３-

０
１
１
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施
に

つ
い
て

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料（
た
だ
し
、通
話
料
は
相
談
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
）で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
楽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
12
日（
金
）～
18
日（
木
）

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

※
な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.jinken.go.jp/

【
お
問
い
合
せ
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

℡
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 40億4,574万3,662円
分 担 金 お よ び 負 担 金 5,796万3,501円
使 用 料 お よ び 手 数 料 9,135万1,462円
財 産 収 入 4,510万2,386円
寄 附 金 5,649万8,000円
繰 入 金 8億2,442万3,753円
繰 越 金 5億3,672万7,676円
諸 収 入 4億476万692円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億8,624万円
利 子 割 交 付 金 267万4,000円
配 当 割 交 付 金 1,006万1,000円
株式等譲渡所得割交付金 1,166万9,000円
法 人 事 業 税 交 付 金 1,432万円
地 方 消 費 税 交 付 金 4億7,496万円
ゴルフ場利用税交付金 1,225万3,500円
環 境 性 能 割 交 付 金 1,349万5,000円
地 方 特 例 交 付 金 1,902万8,000円
交通安全対策特別交付金 180万9,000円
地 方 交 付 税 45億7,678万8,000円
国 庫 支 出 金 36億5,832万7,803円
県 支 出 金 9億38万6,680円
町 債 10億8,310万円

一般会計歳入総額 170億2,768万3,115円

地方譲与税　　　　　　　利子割交付金
配当割交付金　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　　　　地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金　　環境性能割交付金
地方特例交付金　　　　　交通安全対策特別交付金

町税
27.7％

分担金及び負担金
0.3％

使用料
及び

手数料
0.5％

財産収入
0.3％

寄付金
0.3％

繰越金
3.2％

諸収入
2.4％

地方譲与税等
4.5％

地方交付金
26.8％

国庫支出金
21.5％

県支出金
5.3％

町債
6.4％

編入金
4.8％

一般会計
歳入総額

170億2,768万
3,115円

自主財源
 35.5％

依
存

財
源

 6
4.5

％
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「
揖
斐
川
町
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た

　

認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
で
は
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
支
援
し
、
権
利
擁
護
を
促
進

す
る
た
め
、10
月
１
日
か
ら
健
康
福
祉
課
内
に

「
揖
斐
川
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
に
代
わ
っ
て
、
裁
判
所
か
ら

選
任
さ
れ
た
後
見
人
が
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の

入
所
に
関
す
る
契
約
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

日
常
生
活
に
お
け
る
契
約
な
ど
を
行
い
、

そ
の
方
の
生
活
や
財
産
に
関
す
る
権
利
が

守
ら
れ
る
よ
う
法
的
に
保
護
・
支
援
す
る

制
度
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

・
一
人
暮
ら
し
の
母
親
が
認
知
症
に
な
り
、

訪
問
販
売
や
悪
徳
商
法
に
遭
っ
て
い
る

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

財
産
管
理
な
ど
が
不
安

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
施
設
入
所
を

し
た
い
が
、
自
分
で
は
契
約
で
き
な
い

・
親
亡
き
後
、
残
さ
れ
た
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
生
活
が
心
配

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い

・
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
が
、手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
な
ど

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
が
あ
れ
ば
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

＃
８
８
９
１

■
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　

＃
８
１
０
３

■
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

＃
８
０
０
８
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こ
の
度
、次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、

長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
の

山
や ま

本
も と

　雪
ゆ き

子
こ

 さん
95歳（谷汲名礼）

野
の

口
ぐ ち

　よね さん
95歳（小島）

神
か ん

原
ば ら

　ひさ子
こ

 さん
95歳（谷汲木曽屋）

森
も り

　榮
さ か

久
ひ さ

 さん
95歳（春日六合）

川
か わ

村
む ら

　コギノ さん
95歳（春日川合）

高
た か

橋
は し

　一
か ず

美
み

 さん
95歳（西津汲）

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の

張
替
え
を
し
て
い
ま
す
。年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

　

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事

作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃

■
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、

長
年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に

な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
及
び
入
会
説
明
会
』

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

・
日　
　

時　

11
月
２
日（
火
）、
17
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～（
約
一
時
間
）

　
　
　
　
　
　

※
要
予
約

・
場　
　

所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
２
３-
０
９
０
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
ま
し
た

　

秋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

約
80
名
の
会
員
が
参
加
し
、
揖
斐
川
町
福
祉

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
草
取
り
や
木
の
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。

有

料

広

告

欄
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　男女共同参画って聞いたことあるけど…、なんだっけ？よくわからない。そんなふうに

思っている人は少なくないのではないでしょうか。

　男女共同参画と聞くと難しそうだけど、実はだれにでも関わりのある身近なことなんです。

今月から、男女共同参画に関する情報や制度をお知らせしていきますので、気軽な気持ち

で読んでみてください。

　男女共同参画社会とは、「男女がともに認め合い、職場、学校、家庭、地域などの社会のあらゆる分野で、
性別にかかわらず個性と能力を発揮し、 喜びや責任を分かち合うことができる社会」のことです。「参加」は
目的をもつ集まりに加わり、 行動をともにすること、「参画」は組織やグループの決定に影響を与え、 責任を
持つことを意味します。
　では、なぜ男女共同参画が必要なのでしょうか。 現在の日本では憲法に男女平等がうたわれているにもかか
わらず、 政策・意思決定の場に女性が少なかったり、男性に社会的な重圧がかかることが多かったりと、男女
それぞれが性別による不平等を感じることが多いのが現状です。 仕事、家庭、地域生活などを自らの希望に
沿った形で展開でき、 性別に関わらず活躍できる社会づくりが必要となっています。
　国や県では男女共同参画を推進するための計画を策定しています。 揖斐川町にも第2次男女共同参画プラン
というものがありますが、ご存じですか。 令和元年度から5年間の計画で、 町民の皆様へのアンケート結果を
基礎資料として策定されています。プランには３つの基本方針があり、それぞれに取組の方向性が示されてい
ます。
　それらの取組を通じてプランが目指すまちの姿があります。それは、「一人ひとりが
みとめあい、ともに幸せにくらすまち」。プランの詳しい内容は、 町ホームページを
ご覧ください。 役場、 振興事務所、 図書館にも冊子があります。

No.1
N EW

男女共同参画ってなんだっけ？ 男女共同参画とは？

町の目指す姿は？

テーマ今月のテーマ

第2次プラン

家族で
読んでね

お問い合せ：政策広報課　℡ 22-2111
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令和３年９月届出分

地　区 氏　　名 年齢

北 方 ２ 区 香　田　とも子 78

北 方 ３ 区 宮　川　定　行 72

伊 尾 野 太　田　八　郎 91

桂 花　木　千　鶴 90

房 島 ６ 区 林　　　英　好 67

上 ミ 野 細　野　正　子 92

松 原 藤　田　侃　生 83

市 場 小　寺　まつ子 90

二 ノ 宮 牧　村　昌　子 86

谷 汲 深 坂 鈴　木　保　朗 74

谷 汲 徳 積 浅　野　昊　一 90

谷 汲 長 瀬 國　枝　俊　介 75

谷 汲 神 原 仲　井　秀　夫 84

東 津 汲 高　橋　きよゑ 84

外 津 汲 村　瀬　佐　一 86

外 津 汲 高　橋　ひろゑ 100

三 倉 矢　野　み　江 87

西 横 山 中　川　き　さ 100

東 横 山 中　川　武　志 93

夫 妻

大 沼 幸 平（清 水） ♥ 寺 西 美 里（清 水）

豊　田　　　司（東 横 山） ♥ 松　本　　　岬（東 横 山）

地　区 赤ちゃん お父さん お母さん

北方１区 小
こ

　寺
でら

　瑠
る

　依
い

勝 也 奈 々

極 楽 寺 槗
はし

　本
もと

　芽
め

　依
い

知 久 美加子

下 町 飯
いい

沼
ぬま

玲
れい

奈
な

雄 人 菜 美

北 瀬 古 高
たか

　槗
はし

　杜
とう

　衣
い

貴 紀 　 歩

市 場 林
はやし

　　　 蒼
そう

　真
ま

翔 太 江梨子

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合 計 20,062（△	 34） 9,679 10,383 7,912（△	 3）
揖斐川地域 15,180（△	 15） 7,359 7,821 5,730	（	 1）
谷 汲 地 域 2,784（△	 7） 1,333 1,451 1,096	（	 1）
春 日 地 域 816（	 0） 392 424 425	（	 0）
久 瀬 地 域 769（△	 6） 352 417 354	（△	 2）
藤 橋 地 域 198（△	 6） 101 97 129	（△	 2）
坂 内 地 域 315（	 0） 142 173 178	（△	 1）

出生	9人 /死亡	29人 /転入等	25人 /転出等	39人
＜令和3年10月 1日現在＞

11月11日から17日は
｢税を考える週間｣です

揖斐川町広報番組放送のお知らせ（11/1～）
探求 いびがわ ～春日地区編～

大垣ケーブルテレビ　チャンネルOCT（12ch）
月水金：13:50／16:50／19:50　土日：20:50 他

地区ごとに月替わりで放送予定です。
11月は春日地区を放送します。

11月1日（月）	 町（県）民税 3期分
 国民健康保険税 6期分
 後期高齢者医療保険 4期分
11月30日（火） 国民健康保険税 7期分
 後期高齢者医療保険 5期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預
貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

くらしを支える税
テーマ

　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を
考える週間」として、国税庁ホームページで様々な
情報を提供しています。
　私たちのくらしを支える税について、ぜひこの
機会に考えてみてください。

詳しくは、国税庁ホームページを
ご覧ください。
https://www.nta.go.jp

税を考える週間

広報いびがわ2021年10月25日発行　No
.201
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